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ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社 高精度高電圧電源 CPｼﾘｰｽﾞ使用方法について 
 

はじめに 

 

CP ｼﾘｰｽﾞ 高電圧電源は電流範囲内（例えば 1mA で 10kV,2mA で 5kV）で、ﾕｰｻﾞｰが直

接出力電力を制御できる独特の機能を備えております。このｼﾘｰｽﾞは最大出力電力定格

10W で電流は 10:1 の範囲となります。これは 10kV,1mA 電源は 1kV で 10mA を供給す

ることが出来ると言う意味となります。この電源は 0～10W に比例し、0~+10V でｺﾝﾄﾛ

ｰﾙすることが出来る電力制限回路により出力電力を 10W に制限されます。 

 

CP ｼﾘｰｽﾞは 3 つの動作可能です：ﾕｰｻﾞｰは出力電圧、電流或いは電力を制御出来ます。3

つの制御は自動ｸﾛｽｵｰﾊﾞｰとなります。表示用としてｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝﾓｰﾄﾞもあります。それは

直接 LED の駆動や或いはﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗にて論理ﾚﾍﾞﾙでの使用が可能です。また電圧、電

流、電力ﾓﾆﾀが装備されています。全てのﾊﾞｯﾌｧされたﾓﾆﾀは低ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽで 0～+10V（ﾌﾙ

ｽｹｰﾙ）となります。 

 

1,8番ﾋﾟﾝ－入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞ：これらのﾋﾟﾝは入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞとして使用します。 

注意：電源ﾘﾀｰﾝ電流はｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ経由で流さないで下さい。 

2,9 番ﾋﾟﾝ－正極電源入力：CP ｼﾘｰｽﾞの入力電源は公称+24V±10%です。 

3番ﾋﾟﾝ－電流ﾓﾆﾀ：電圧ﾓﾆﾀは電圧制御信号として同じｽｹｰﾙﾌｧｸﾀを持っています。

0~+10Vで0から定格電圧の100%となります。電圧ﾓﾆﾀは電流ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸから内部派生し、

低出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽでﾊﾞｯﾌｧされます。 

4番ﾋﾟﾝ－ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ：電源は4V~10Vのﾛｼﾞｯｸﾊｲでｲﾈｰﾌﾞﾙ、4V未満でﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙと

なります。ﾃﾞﾌｫﾙﾄまたはｵｰﾌﾟﾝ回路状態はｲﾈｰﾌﾞﾙとなります。 

5番ﾋﾟﾝ－ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ：ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞと電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞは電源内部で共通となります。このﾋﾟ

ﾝは全てのｺﾝﾄﾛｰﾙとﾓﾆﾀｼｸﾞﾅﾙのﾚﾌｧﾚﾝｽとして使用されます。入力電源電流はこのﾋﾟﾝを介

して流れたならば、ｵﾌｾｯﾄは電圧変動やﾓﾆﾀ精度の低下を引き起こすでしょう。ｸﾞﾗﾝﾄﾞの

注意：高電圧出力ｺﾈｸﾀの横のｽﾀｯﾄﾞは負荷のﾘﾀｰﾝとして使用して下さい。 

6番ﾋﾟﾝ－電圧制御：0~+10V信号は定格出力電圧の0~100%で電源をｺﾝﾄﾛｰﾙできます。こ

のｺﾝﾄﾛｰﾙﾋﾟﾝの入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは10MΩです。ﾋﾟﾝをｵｰﾌﾟﾝ状態にした時、ｸﾞﾗﾝﾄﾞと介した

抵抗が電源をﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙにします。標準的制御ﾋﾟﾝ回路を図１に示します。 
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図 1  入力制御 

7番ﾋﾟﾝ – ﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧：このﾋﾟﾝは高精度で温度係数の小さい+10.50Vﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧出力と

なります。精度、温度係数についてはﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照下さい。 

10 番ﾋﾟﾝ – 未使用： 

11番ﾋﾟﾝ－電流状態表示：電源が電流制御である時、ｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ構成となります。この

ﾋﾟﾝはｱｸﾃｨﾌﾞﾛｰで、電源が電圧制御、電力制御になるか、ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙになった時、ｵｰﾌﾟﾝ

回路になります。ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はﾛｼﾞｯｸ信号の使用や動作制御状態を表示用のLEDを接地

することができます。使用方法は図2を参照下さい。 

 

     
 

図 2  状態表示 

 

12番ﾋﾟﾝ  – 電圧状態表示：電源が電圧制御の時のｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ構成を表示します。表示は

ｱｸﾃｨﾌﾞﾛｰで、電源が電流制御、電力制御しているかまたはﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ状態になるとｵｰﾌﾟﾝ

回路なります。ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はﾛｼﾞｯｸ信号源として使用され、ﾋﾟﾝは動作制御状態を示す

点灯表示用のLEDｸﾞﾗﾝﾄﾞに使われます。使用方法は図2を参照下さい。 

 

13番ﾋﾟﾝ－電流制御：0~+10V信号は定格出力電流の0~100%で電源をｺﾝﾄﾛｰﾙできます。こ

のｺﾝﾄﾛｰﾙﾋﾟﾝの入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは10MΩです。ﾋﾟﾝをｵｰﾌﾟﾝにした時、ｸﾞﾗﾝﾄﾞと介した抵抗

が電源をﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙにします。 

 

14番ﾋﾟﾝ  – 電圧ﾓﾆﾀ：電圧ﾓﾆﾀは電圧制御信号として同じｽｹｰﾙﾌｧｸﾀを持っています。

0~+10Vで0から定格電圧の100%となります。電圧ﾓﾆﾀは電圧ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸから内部派生し、

低出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽでﾊﾞｯﾌｧされます。 

15,16,17 番ﾋﾟﾝ  – 未使用： 

19番ﾋﾟﾝ  – 電力状態表示：電源が電力制御の時のｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾚｲﾝ構成を表示します。表示は

ｱｸﾃｨﾌﾞﾛｰで、電源が電流制御、電力制御しているかまたはﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ状態になるとｵｰﾌﾟﾝ

回路なります。ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗はﾛｼﾞｯｸ信号源として使用され、ﾋﾟﾝは動作制御状態を示す

点灯表示用のLEDｸﾞﾗﾝﾄﾞに使われます。使用方法は図2を参照下さい。 

20番ﾋﾟﾝ  – 電力ﾓﾆﾀ：電力ﾓﾆﾀは電力制御信号として同じｽｹｰﾙﾌｧｸﾀを持っています。

0~+10Vで0から定格電圧の100%となります。電力ﾓﾆﾀは電圧ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸと電流ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

から内部派生し、低出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽでﾊﾞｯﾌｧされます。 

21番ﾋﾟﾝ－電力制御：0~+10V信号は定格出力電力の0~100%で電源をｺﾝﾄﾛｰﾙできます。こ

のｺﾝﾄﾛｰﾙﾋﾟﾝの入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは10MΩです。ﾋﾟﾝをｵｰﾌﾟﾝにした時、ｸﾞﾗﾝﾄﾞと介した抵抗

は出力電力を0とします。図1を参照下さい。 


